
石油化学工業協会 

 ２０１９年１２月実績概要（メモ）  

（２０２０．１．２３） 
 
本年の定修がほぼ終了した中、誘導品生産では前年割れがいくつか散見される。 
 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ５６４，４００トン  
 前 月  比     ＋２．３％（＋１２，６００トン） 
 前年同月比     ＋０．３％（＋ １，７００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９６．４％ → 当月９５．４％ ← 前年同月９７．３％ 
定修プラント：前月 なし → 当月 なし  ← 前年同月 なし 
２０１９年暦年生産量 ６，４１７．１千トン、前年比＋４．２％ 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、日数の増加とともに稼働率要因や定修規模の差から HD、PS、SM、塩ビ樹脂、塩ビモ

ノマー、AN、SBR、ベンゼンなどの１４品目がプラス。LD、EO、BR の３品目のみは稼働率要因

等からマイナスとなった。 
前年比では、稼働率要因等から LD、PP、SM、EO、AN、SBR、BR、トルエン、キシレンなどの 

１２品目がマイナス。HD、塩ビモノマー、EG などの５品目はプラスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、日数の増加がある中、定修規模の縮小や稼働率要因が加わり、HD、PP、PS ではプラ

ス、LD はマイナスとなった。 
前年比では、主に稼働率要因から HD、PS でプラス、LD、PP はマイナスとなった。 

ロ）国内出荷 
前月比では、年末休暇に伴うユーザー側の稼働日数の減少から、LD、HD、PP、PS の 4 樹脂でマイ

ナスとなった。 
前年比では、LD は、フィルム分野の出荷がここにきて前年を上回ったこともあり微増となった。 
一方、HD はフィルム分野の出荷が前年割れの状況にあるとともに当月は、中空成形分野、パイプ分

野等も前年を下回りマイナス。PPは射出成形分野の出荷が辛うじて前年を上回るも、フィルム分野、

繊維分野での減少もありマイナス。また、PS は前年が比較的好調であった電機・工業分野の出荷が

減少したほか、雑貨・産業分野での出荷減少が加わり、前年を下回ることとなった。 
ハ）輸    出 

LD、PP では 1 万トンを超える輸出となり、PS とともに前月比、前年比でプラスとなった。 
HD は、LD と同様に此処数カ月は、輸出の増加を示してきたが、当月は一転して減少に転じ、前月

比、前年比ともにマイナスとなった。 
ニ）在    庫 

在庫量は、LD で減少し、HD、PP、PS は増加した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LD は低

下、HD、PS は上昇、PP は前月並みとなった。在庫水準としては、LD、HD、PP、PS ともに高め

となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ＋ ３．３ ％ －  
 定修要因等 －    ＋ ２．１ ％  
 能力増減 － ＋ ０．１ ％  
 稼働率変動 ▲ １．０ ％ ▲  １．９ ％  
 生産増減率 ＋ ２．３  ％ ＋ ０．３ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
１１月末 １２月末 

L D ▲ ４，１００ ３．６ ３．４ 

H D ＋１０，８００ ３．４ ３．７ 
P P ＋２４，４００ ３．０ ３．０ 
P S  ＋ ８，８００ １．６ １．７ 


